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さらに比較的使用頻度が少なくキーボードの端に位置する“q, w, z, x, c, v, p, l”を含まず，キー
ボードの左右の文字を均等に含む仮名4-5文字 (alphabet 7-9文字)の110単語を選択し用いた．  
＜結果＞  
	 タイピング課題でタイプされたキーの平均総数は278.1 (SD = 7.20.)回，タイプ正答率は96.34% 
(SD = 4.83%)であり，全被検者でほぼ完璧に課題が遂行されていた．また，タイピング運動課題













(Vingerhoets, 2014)，左上中前頭回後部は書記素バッファに関連するとの報告やし(Rapp and 
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